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Cases of variable medical disorders during pregnancy were reviewed.

The results as follows:

1. Cardiovascular diseases were most frequently observed (82 pregnancies).

Congenital heart diseases have been increasing (54.9%) recently. Symptomatic

deterioration during pregnancy was highly observed i"l'i.'l%) in aquired heart diseases.

Vacuum extraction and forceps delivery were frequently performed to shorten second
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心 疾 患 や 腎 疾 Li､もと繋 明 朗 駁疾患や糖尿病,妊娠.

t . は じ め に

心 疾 患 を 含 め ヲ 内 科 的 疾 患 合 併 妊 娠 は 胸 部 外 科 学 内 科 ,

産 科｣ の 谷 間 的 存 重∵だめ 畑 そ の 取 扱 に は 苦 慮 す る こ と

が 多 い L 今 回 泰 髄 に 示 し た シ ン ポ ジ ウ ム が 開 催 き れ , 産

科 か ら は 臨 床 統 計 を 報 瑠麦汁㌢ る よ う に 命 じ ら れ た の で , 主

に 昭 和 5醐 こか に誹讃和 6〔埼 ごま で の 5年 間 に 当 科 で 取 扱 っ た

内 科 的 疾 患 合 併 妊 娠 に つ い て 若 手 の 文 献 的 考 察 を 加 え ,

種 誉 す る .

Il. 対 象 お よ び 結 果

当 該 期 間 に 当 科 で 取 り扱 --,畑 勺科 的 疾 患 合 併 妊 娠 げっ塵

度 は 衷 iの と お りで , 心 疾 患 が 82妊 娠 が 毅 も 多 くサ --m ぅ

で 腎 疾 磨り 臣闘 犬腺 疾 患 , 糖 尿 病 , 血 液 疾 患 , Su llJ 釣 順

となっている♀

A.心疾患

1. 経娠砂分娩と合併した心疾患の橡鱗

心疾患の種類別塵度を素翌に示した.先天酢L疾患が

全 体 の過半数の54ネ9%を[と潮予後天性心疾患は32t9%で

あ -)た ,〕 これはそれ最前の旦0年間と比較すると,先棄性

心 疾 患 の 頻 度が変に高くな--)でおり予諸家の報告と同様

な 傾 向 が み ら れ た.

望. 心 疾 患 の 患 症度と妊娠による悪化率

pm ,一拍 の 澄 症 度 分 類からみて,各々の疾患を先天性亨

後 天 性 , 外 科 的 手 術 弧 手術後にわけて検討Lた釣が濃

3で あ る ､) 各 種 疾 患 術 前 術 後 を含め,五度が71壊%と圧倒

=㌦ -_寸 ∴ llt!工 三■i:1% . 川 畑 t'J･i:ul∴＼ lV畑l亘 .-1＼言

青 森 し な か --3た . こ れ ら 心 疾 患 妊 婦の妊娠による白覚症
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状の悪化率 (本人の申告による)をみた ものが東 嶺であ

るb全体では望3.2%に症状の悪化をみ,その内訳 と して

は襖義隆心疾風 特に手術未施行のものをこ多 くみられた.

詔. 妊娠中毒症 との関係

心疾患が妊娠 に与える影響 と して,妊娠中毒症の発症

率 とその内容をみ ると養 5の ごと くで号先天性心疾患に

5例の軽症妊娠*姦症の発症 を見た,頻度 と してぼ6諸

7.-i

金分娩数に E茎-める'剤で㌢望｡鵬r',a
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%で, これは同期間におけ る心疾患を もたない妊娠での

妊娠中毒症 の発症率 (語.嶺%) と比較 して多い憤 r㌫銅こぼ

あ つたが有意差はなか った.発症 した妊娠中毒症の内容

を同義下段 に示 Lた｡

･卜 流宵 トハ閏杵

衷 6に今桓聞 妊娠 と流産 との関係を示 したが軍 人王統

慶は 5例に施行 されたが芦その うち心疾患を理 由をこし溌ニ



TLl

表 .'ミNYll:トj＼1証十∴//_二中日1土
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東 5 妊娠中毒症の発症

亀.を害毒1-症軽症 中毒:-症附;if. 計

先天性心疾患 主謀蔓う () ∴後天性心疾患 u f)
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5s娩出遇数および分娩形式

牽 綴 心疾患妊婦と流産

i11＼'】(｢､ ' -∴車中こ】▲:,丹∴

十十 ＼ IL-L j: 1-j三上∴ ~L)人し'

索 冒 挽津誹員数及び分娩服式

前約紺波束筏で∴畠肉感俵を凄,,こし帝切

帝切(j71適応 触翻∫蔓Q盤巧く均衡
････十.､1､､と

t㌶卜畑嘉東
商隼拳騨吏雄遷す盤校一
心が粂

東銅こ分娩に至った76例の娩出過激及び分娩形式を示

した 藩37遇未満の畢期慶は7.9,%,正期産は86.8%,

魂2遇以降の適済度は5キ3%にみられ軍合併症を持たない

妊婦とは春雷同程度であっ}た中

分娩形式は吸引分娩,婁経ず脅晩がそれぞれ議了一息%9鉦9

%と高頻度にみられたが予その約90%は分娩第m期短縮

のは約で行われていた,帝切は8例に施行され転がす心

疾患を理由にしたものは2例のみであった(心不全徴候

の廿里･.
軋 分娩時出血義



内科的合併症 を もつ妊婦の取扱い

東 員をこ分娩時 出血畳が 500mま最上であ った,いわゆ

る多量 出血例の腐度 を示 した･全体では諾軋隅 と高率 に

譜め られ,先天性心疾患 に多い機軸 こあ ったせ

?. 新生児仮死 および奇形

寮 9に新生児仮死の発生率 を示 したゥAp好漁㌘ 冒漁 損

下の仮死は 7例 (9.2%)をこみ られ芳経 て軽症のノ仮死で

あ った. これは同期間におけ る当轍の新生児仮死の発症

率6.8%に比較 して多い傾向闘 豊あ ったが着意選ばなか っ

た. また検討 した 5年間では周産期死亡声新生児の奪形

は 旦例 もみ られ なか -つた.

8. 新生児終薮の検討

しわゆ る 且主監hもfbw d汲駁e甑汲甑 ,子宮内胎児発育遅延

体 として 5例 を転B6%)にみ られ亨すべて先天性心疾患

の術後症例で あ った.対照群 の5m,O/盲と比較 して着意の

差はなかった,

誤や 腎疾患

ま, 腎疾患の穫餅 砂塵魔 と妊娠転帰

豪農且に妊娠に合併 した腎疾患の穐頬 魯願度 と妊娠 の転

IL･lii･トJH_二十∴ 慢性腎.lt,:;:/L黒)(･7jEJリト1帥 畑 IP七･工 . 己･i.卜言 上

の通 りである-妊娠の転帰は九二監妊娠率絶 を 6傍網こ施 行

しているが軍その内訳は豪農翌の ごとくで,高血圧の存在苧

あるいは クレアチニンクリアランスが 60m畳′/mim 以 下

の症例であ り,加藤 らの妊娠中絶基準が厳格 に守 られて

いたか尚,慢性腎不全の症例 5および症例 鎧はそれぞれ

且年後ヤ 乱隼 竣カ月襖をこ血液透析を開始 してい る.

L?.早J申l'L'Ili･打1槻要

素畳語に畢期慶症例m概要を示 した.症例 且および 射 烹

妊娠中毒症を発症 し予治療にもかかわらず症状が増悪 し,

母体保護のため帝王切開を施行 した廿症例 翌は管理 入院

中,タレlアチェックuアラン∴晃が漸次低下 し,やは り母

体適応で分娩誘発を した.症例 3は漆邦で 5例 日の血液

透析患者の分娩で, 且回田は26遇で前期破水から早産 と

な り,児は温習時間後をこ死亡 した.原因は不明であるが著

名な羊水過多症を認めた.望図 日は同様に羊水過多症を

認め,羊水穿刺を繰 り返 して行い,3穏遇で早産となった

がき児は健在である.

3.妊娠中毒症 との関係

薮漫複に妊娠中毒症の発症率を示 した.全体で23症例車

5例芦別.7%に妊娠中毒症の発症をみた.これは同期間

における腎疾患をもたない妊婦における綻娠中毒症の発

症率3A%をこ比べ有意に高頻度であった申

Ll.i巨困陳叛心

I.種類..棋 E津と

褒 鏡 心疾 患妊 婦 の分娩 時 出 離 音量二

7.rl
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発育遅延 月uGR)の 発症 妬度

症例数 玄UG勘 十) 繊 度

先 太J性心疾患 4̀2 こ~) まま.離,{,

橡大輔心疾 患 25 () も移ら

そ の 他 トラ そう 腔も

i..‡…･∴:..i)

寮 且漫 腎疾 患 合併 idI嫁 の頻度 と妊娠 転堀

弓,ltl､:眉 畑:Tl;.卜 !iLl.ill

人工中絶 醐Ijほ臥7% )

判紬重宝;: 5例 日7号2%j
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寮畳語 早 期 産 症 例 伊)槻 饗

.㍗ _TTL<W.<' 1∴引E臣いLil.U

.̀㍗:-1.llL'Lu 性(IF

表l･I 妊娠中I目上T､宣｣:L斗

症例 妊娠中nfjp;.症 津軽や 弟) 発症率 (_f.㌔,tj)

十町十 と) 望 {勘 2) ･=).り

証申再十 畳鰯 :隻 (21ま)∴ l∴ :日 汗与言

flL J∴こ い､-llL'hI.-.

豪農詩に昭和5翌年より60年までの 9年間の甲状腺疾患合

併妊娠の穐類と頻度を示 Lた申甲状腺擁能才も;進症が圧倒

的に多く,甲状腺機能低下症は少なか ったqこかは監楠本

病を始め,甲状腺機能低 下症では高 TSを日 東態から高7

Tニ3ラタテン血症を撞 き苧妊娠することがほとんどなし､こ

とを反映 しているかも知れない中絶分娩数に紺 軒る凝度

はeh服%であ-〕た.

二. 症例概要

寮急転および養乱写に9年間に取 り扱 った症例の概要を示

遊ばなかった争賢剛太腹機能先進症の発症時期は妊娠前が

豪語とんどで,観期治療とLてぼ手術療法が 8例に施行 さ

上 伸し1､11裾 LJylltー∴_上:､治療..!]Llljい[/I::ト,㌧ 症例

宏の初担3妊娠と症例旦2は妊娠中に甲状腺練能瓦進症を発

症 LJ九二例で,前者は発症後 PTU吊 れ舶相1で強 jJをこ治

療 したが,妊娠中症状は増悪 し芦妊娠中毒症の発症 屯み

た.この症例は分娩後,手術療法を行い, 望回 目の妊娠

では妊娠中無治療で正常分娩を している.後者は高齢で



寮 漫6 甲 状 朕 機 能 ,7㌧∴ 腱 痛 合 併 妊 娠 日 1

77

寮漫7 里 状 朕 機 能 立 進 症 吾 頼 経 勧く ら2 き

派隻.ラ1日 24 O-() 妊勧油i r 凋 1-t も- j 宅､ 一 ,) 〈 r )eP ;iミ) 2{)3.1 1い

旦湧. ∵ 丁 0--u 妊 娠 蘭 遭 う rr U l-...-.ラ ( l ( ) -暑く〉 27.m)2 i)

iZ :捕 L浅- () 妊 娠 中 l → 丁 ト ド =+ ぎ l ド-..-ラ :+ 2ミラ:う､遷 u

i ;i .3 1 (ド -1 ) 妊 娠 前 Prru 卜 ノ し ) ら H 召測 :ち id) 豆1..量u 1

は あ っ た が , P W u 治 療 の み で 症 状 の 増 悪 はな く,比較

的 良 好 な 妊 娠 経 過 を た ど - -｡ た .

蓑 に は 示 さ な か - ｡ た が , 児 の 殿 常 としては,陰嚢東経

が 2 例 , 表 Ij 琴 が 旦 例 をこ 認 め ら れ た が,PTU 治療を した

も の は 陰 嚢 水 陸 の ま 例 の み で あ りチ開果関係は不明であ

1;: "

3 . 経 短 頭 -頂 毒 症 と の 関 係

妊 娠 中 毒 症 の 発 症 は 全体で慧摘要振動 且妊娠干犯 .増%と

高 率 を こ 認 め た が , 意 識酎こ示す ごとく.PfYU 服用群 と,

非 服 用 群 で は 発 症 率に差はなかった.

D . 糖 尿 病

且 少 額 度 と 妊娠転帰

糖 尿 病 合 併妊娠の頻度と妊娠転帰を叢豆哲に示 し.た冬 5

年 間 で ユ 7 例 (線分枚数の0,55%)経験 し 分娩に餐-)た

帽 例 で は早期塵の頻度がやや高か-,た,

寮 摘 好 鶴 沖 毒 症 グ ー) 発 症 率

妊娠舶 満 更車 i } t 与 川 二 ( 批 若 き ') ,,

了上申 円 十 卜十 日: r , 日 は . . .

京 終 li 2 j -i ) 近 . 控 ,ノ

＼ .ド _

望. 新生 児 所 見

糖尿病合併妊 娠 で は 巨 大 児 分 娩 や , 新 生 児 仮 死 , 周 産

期死亡が常に問 題 と な る が 下 表 2秒 に 示 す ご と く テ 症 例 を

＼＼-hitt∴再 ト∵∴ .て こ ･ lJド l) 日 .･lrg t､ 1㌦ . ( h t l - t ' I l 恒

は 4例にみ られた が , す べ て C lass A の 症 例 で あ り ,

よ隼鮎 蓬‡約 massC , C lass R で は サ 逆 に S F m ( s r n a u

ghnd包むだうbaby を娩 出 L て い る こ と は 興 味 深 い . 蜜 た .

彩性 児仮死はま締 腑 4 例 に み ら れ た が , う ち 3 例 は C l a s s



78 新 潟 医 学 会 雑 誌 第 MB望 巷 第 2 号 昭 和 6約 三望 月

衆 愚9 糖 緑 病 侶 緑 妊 娠 抑 勘 度 ′ヒ 転 帰

'J 辛 - 1i ;:■iパ ` 1l h LLl . ト

＼＼ー川 し十 例 数 竺 ｣ H +い 親 牛 肥根 絶 紬 離 日 j十 ㍉ 十

.A 鶴 ･‖ 58.きr!ノわTき 冬日 u ?/(i) :隻(2号叛 プ ラ 0

音溝 :竜 約 日 丹 むう 葺日 章い,}扇 糾 百日 ?/o j 6 5

( :i 針 目r)/E)㌔) iH uもき{}/i/ ? 夏日 を汗 }/{j ) i)

= ∵ (日 章日射 0日 津 0,1 H i別 頼 たき) 宥う

H i (日 日(/)ら) iE摘 腔 わ) (‖ (ド )､指 .) ∈盲

十 申 鳶 ()日 日}/わ) 机 09′わ~) 吏日 を巨 )わ ) i 十喜 雄 ∴ 豊隼 昌

1 ∴l＼＼■1 t'1.tl) ･,i-･J小 J i)(1.1､T I i)＼ 1 '̀.

寮 慧息 蔦V柚 e /J摘 柑 怖 妊 娠 咋 串 .aiミ発 症 率

鬼 の 母 親 か ら 生 優 れ て お り, LFD ba桓 eMお産 率 と も

考 え 魯 せ る と , 魚 鱗 療 法 の み で 二Iソ ト ロ --ル 可 能 な 軽 症

な 糖 尿 病 患 者 の 妊 娠 こ そ 細 心 な 管 理 が 必 要 で あ る と 醇 認

識 さ せ ら れ た せ 尚 , 周 産 期 死 亡 を き た L/た ま例 は , 妊 娠

前 にMは 糖 尿 病 の 診 断 が つ い て お ら ず 予 妊 娠 3恩遇 で 饗 然 子

宮 内 胎 児 死 亡 を 起 こ し 分 娩 後 の OGTTT で 糖 尿 病 型 を

示 し た 症 例 で あ る .

衆 望望 帖 夜 疾 患 合 併 妊 娠 紳 頼 度

潤 (. 太 : 昭 齢 机 上 榊 . 1 2 )

表 '_) :i l T l - ∴ ＼ 1吊 丹 ∴ ･ 臨 床 経 常 -_3 : 日

量自 害｡ 小 板 艶 L X l が / c m 呈扉

詔 . 妊 娠 中 毒 症 と の 開 陳

W 甑 i随 分 類 別 に 妊 娠 率 毒 症 の 発 症 率 を み る と 養 慧 息 の

r~ し / ･ 十 休 ∵ 言 岬 ･叫 】 ;I, rTju i:11 ∴ ミOt, ＼･ ∴ ･机 Irt中 根 111

を 発 症 し た が ァ 前 項 間 接 , 比 較 的 軽 症 の m 粗 SS A , 捌 挽 SS

院 . 血 液 疾 患

I . 種 類 二守 附 と~

昭 和 4 8 年 か ら 昭 和 転 約 二 ま で 都 農語 弊 間 に 経 験 し た 融 液 疾

患 合 併 妊 娠 の 疾 患 機 鷺 と 頻 度 を 養 望 翌 をこ 示 し た . 及3 年 間 に

l 粋 J 定 合 挽 若し '､(L IT t'し-, 一 月 伸 上 _ ト Y∴ 用 ･.r_:tJ=l ′∴ /工

分 娩 時 に 不 和 凝 な 批 鮎 の 間 髄 や 苧 白 広 ま病 で は 化 学 療 法 を

い つ 施 行 す べ き か な ど , 妊 娠 分 娩 が 直 接 母 体 の 盤 命 予 後

を 左 右 ず る 疾 患 で あ り , 産 科 医 をこ と っ て は そ の 取 り 扱 い

闘 £賢 慮 す る こ と が 多 い と 思 わ れ る 正

二. t̀llJ射 川 rl小 畑 域 小 甘 守湖 病 二l'tl竹 し‖ 町 ､ 症 例 概

要 を 蔑 盟 に 示 した も 症 例 まと 望 ぼ 妊 娠 中 の 発 症 で , い ず

言 110(lL)LLm m . iZ.i-･()()川 ml _i_宮 明 立 場 十 十 /( -_.､言 .

妊 娠 前 に 発 症 して い た 4例 中 平 症 例 詔 と 射 豊寛 解 を 得 て

お ら ず 準 妊 娠 中 に 仕漉 傾 向 を 認 め , 妊 娠 中 発 症 の 望例 と

同 様 乎 蔚汀腎 皮 質 添 ノLを ソ の 投 与 を 受 け て い る , 症 例 馬 と

6 ぼ 寛 解 を 得 て お り, 妊 娠 率 に 出 血 症 状 は 出 現 せ ず , 妊

娠 率 無 治 療 で 正 常 経 匪 分 娩 を して い る .

分 娩 時 出 血 畳 は 3 例匿 500m 旦 以 上 の い わ ゆ る 分 娩 嘩



内 科 的 合 併 症 を も つ 維 婦 の 取 扱 い

表 コLI I T I' ∴＼ 'iい .､ご: 工 _手 工 亘 十､;- :∴iJ 二_丁

lL'H :日日l~山tT-im HlH lr=い =11こlい ･

l 軸 . i- よ い Ⅲ

ミラ 35;董 (- )

u 望告u ) t1- )

ト 2着う.tj も-L/)

寮 都 南 生 不 良 性 凱 机 吉雄 音魔 転 の 臨 床 経 過 し 且 ラ

症 E*-中 潮 妊 一 教 皇 発 症 入 院 時 血 算 骨 髄 所 .ら.汰 分 娩 前 鉦 終

T t浅 邑卜 約 妊 娠 前 kHU 十十申 施 行 せ ず 派.著:藩6; 35拐

Ⅵ~li( :朗う申 W 迅C 3が川.ラ

lJLT ∴ ∴ HlJ丁 ご.千

2 3も) … 邑妊 娠 前 Klうし い ∵ ＼上し ∵十十十十 尺十号L lト∵

＼∵Ⅰうし .iト小う W HL､+ト川十

t+ー仁Ⅰ十 ∴ ;:) I)L'r r.)

3 33 2--.2 妊 娠 中 Ⅰヾlう( NLlL'∴ ト∵i R藍藻C

T＼＼+ W HU ソナー川十 W 夏遷C

I.象 25 O- を) -妊 娠 中 ttlうU 日日 ＼しし ∴ .1 HtうU ir+{+

GW rヽHU ㍊ りいPL十Ⅰ十 ∴ ご W lミL lトト巾rjl1+r L ∴

I(I-',し､,l'l:1､: ･1日lL､Tlll11 W T･毒し': し･m m ＼し'し': Ilottl‖lTlli

衆 望6 再 生 不 良 性 を狛 f音量.喜雄 摘 yI坂 の 臨 床 経 過 も2 3

症 例 分 娩 を 新 生 ㌍よ

過 敏 …様 式 恒 腐 清 輝 恒 証 体 薮 重視 出 離 違月鬼

㌔.毒を)3号/)的3∠蔓 L l維 鯨敏 一 7旦trTj 重.専ed, 卜十 ) 3日:35 車i (- )=L'維 粧 3誓約 葺二)red.わ い日 望垢 .,‥浸 き3 卜｣

冒9
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七･歳畑‥1･J._一上上;-:T:L.1.川)()Tlも1∴i-∴＼謹告隼∴~∴ ..

輸血を必要とした症例はなかった廿

新生児所見とLては,研摩血において鰍3億67)滅IJ踊ミ

望例にみられたが,その後速やかに正常化Lており,間

髄とざれる頭姦内出血は臨床を二旦倒壊うなか--〉た-

二L 再牛卜艮性勘言√‡i

ご‖町1､再刊轍L,ti;-,J,･衷'1:),コli/･｣､i!r.;‖畑:L右転帖p

発症しておgr3,2例が妊娠中U)発症である.いずれ転か

十雷言渡 ′/1'11日(,.ttt,い川l:I･L･章･;-∴71,JT';更LI･'∴;‖叫

してはl経と車阪輸血などの成分輸血が主とLて行われたサ

寸縛十･卜 十ll･町T､'■T湖畔j~,■柚日量言.:)()OT11日1日-,I:AL!･･r･hl

.~∴･∵上'∴∴ I.()川~〕Tnl_し.J､巨lヽ=L.lrに仲｣言｢∴′.･.;A-.

症例まは妊娠30遇で子宮内胎児死亡をきたしたが手原

疾患と鉛困凝関係は不明である.

新教児所見としては9王Tを)と閣様,頭蓋内助鮎の臨

床症状をきたしたものはなかった.

射 急性骨髄性白血病 摘M‡jう

示し栄二が,いずれも妊娠㌻緋rこ発症し′号症例盟は妊娠中にヲ

廉望冒 急粧骨髄作目血病で計鮒妊娠 日 )

.,･､:主上い.トト:1.1:_'

表2.< ∴r,:L'h十匪上̀川て小言汗十十工 LI

巨 分 娩 十 十 ㌢十

卜鎚散恒 上摘 前蛸 二恒 量 - 触 恒 中 仙
日.妻をきり .6号 卜 i(.-j3息 .&与t7う 十十十＼＼Ⅰうしい=日日 けりり

十ヽ日ー+十十+

L} :湧く量 ;遠望そう .ほ:うり ,) E i卜--:き

斗1十∴J l; [

A/損b∴3:Lp,',lfン…



内科的合す購読三を転-j維鋸の職扱い

症例且と鋸£分娩後に∴化学療法を施汚した,選択的帝王

拶3関節が望例に施行され,及例は経歴分娩 (分娩誘導)

であった争化学療法の内容は症例乱と翌ではmMy如組-

と屯寛解状態にあり,死亡例はない.

新生児所見では,児の奇形や,出血焼肉などは認めら

れなかった,

急性白血病は妊娠中期をこ発症することが多く,その取

パ町､･∴.I､1､､.∴冊~LIiLT/･_･こ1粧-.守宮 FJ)Iij｣∵1.Lj､I.流産

後に化学療法窪たぼ寛解後虹ユニ流産,後願では新鮮血曲

血小板輸血,呆テmイドホルモン投与により良好な一般

状態を経絡し だ弓然分娩を行わせた後化学療法を行うサ

れかを選択するとされているが,経振動二化学療法を行っ

た場合,増殖を旺盛な胎児細胞をこ教える長期予後は不明と

いわざるを得ず,症例の蓄積を含め,脅後転引続き検討

が必要であろう.

111. ま と め

昭和5鋼三1月から榔年且2月までの滴5鞍間に当科で扱っ

た内科的疾患合併妊娠の臨床統計を報告したb

ものがかなり存在し,妊娠分娩をこともなう心不全鍔)発敦

も少なからずあったが,この5年間ではそうした惑症例

は妊娠許可されない傾向にありサ胸部外科を中心とする

循環器医との連携がう護くし､-〕ていること転あり夢心不

堂をはじめとする母体の遜鞠な教命舷機は観察ぎわなかつ

十.

腎疾患に-二頼てぼ妊娠許可基準宇妊娠中絶基準が厳守
されており,原疾患の増悪を鼻梁こした鮎のはなかつた.

甲状腺疾患に開しては稽書状腺擁樵先進症がそのほとん

どを占めや必要な症例をこぼ琉甲状腺剤として㌘TUが授

与された.妊娠率をこ症状の増悪をみたものは妊娠率発症

の旦例aうみで,他は順調に経過しプ∴

多かっプ∴

8且

血液疾患としてはや特発性血小板減少性紫斑病 昭㌘う†

再生不良性鋳胤 急性骨髄性白血病 摘ML)が認めら

れ薮二や膵重きでは分娩前にステロイドが投与された例が

多か-T,たが,太鼠出血のために輸血を要した例はなかっ

たー関数不良性貧血ではステrブイドのほか,食倒に成分

泰和浩燕TJ･∴:汁 .1.On(〕tll日.‖了､吊も廿ilTill.言∴斗 十･

AMLdはすべて妊娠率に発症盲∴ 且例は妊娠中にサ望例

は分娩後に化学療法を施行した収3例と転寛解状態を得
ている.

総じて,この5年間では妊娠分娩により字母児共に盛

篤な状態に陥ったものはな宅き胸部外科曲内科革N互Cu

Lの密接な連携プレ-が有効に機能したと考えられたt
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